
「患者会」をご存じですか？�
副センター長　岡田　宏基�

　皆様の中には、ご自身や、ご家族、あるいはお知り合いの方が、「患者会」に参加している、または参加

されたことがある方も多いことと思います。「患者会」は、同じ疾患を持つ患者さんや家族の集まりで、

療養にかかわる悩みや苦痛を共有したり、息の長い治療を続けていくために互いに励まし合ったり、時

には新しい治療法についての情報を得たりする場です。その対象となる疾患は、良性疾患から悪性疾

患に至るまで様々です。良性疾患の中では、いわゆる”難病“といわれる疾患が多く、筋萎縮性側索硬化

症などの神経疾患、関節リウマチなどの膠原病、クローン病という腸の病気、慢性肝炎、慢性の腎臓病な

ど、あるいは息の長い病気の代表である糖尿病や慢性呼吸不全等の患者会があります。悪性疾患では、

乳がんの組織が多いのですが、骨髄移植を含む血液疾患、子宮・卵巣がん、また小児がんなどの患者会

も見られます。からだの働き（機能）という面から見ると、人工肛門や人工膀胱を有する方をオストメイ

トというのですが、このような方々の患者会もあります。岡山大学病院でも、ボランティアの方々のお世

話で月に一度、第一木曜日に、オストメイトの患者会「オストメイトサロン」を開いています。�

　既に何度か紹介していますように、岡山大学病院はがん診療連携拠点病院に指定

されており、そのがん相談支援センターの窓口を総合患者支援センターが担ってい

ます。この拠点病院でも、がんの患者会の支援をしていくことが求められてきている

ため、６月末に、岡山県内のがん関連の患者会の代表の方々に集まって頂き、どのよ

うな支援が可能かについてご意見をいただきました。その中で最も多かったのが、患者会の「広報」と

いうことでした。昨今は、個人情報保護法が過大に解釈され、患者会の方が病棟などに出向いても、当

該の患者さんを紹介頂けず、会員の拡大を図ることが難しくなってきたというご意見が複数聞かれまし

た。このようなご要望を受けて、今後は支援センターにおいても、

患者会のご紹介を、機会がある度にしていきたいと考えていま

す。今回はまず、岡山県内のがん関連の患者会について、そ

の概要をご紹介したいと思います。（次ページの表をご

覧下さい。）このような患者会に参加してみたいと思わ

れる方は、直接代表の方にご連絡下さい。皆様の療養に

これらの患者会の情報がお役にたつことを、センタース

タッフ一同願っています。�



患者図書室 ボランティア対象の避難訓練を行ないました！�

９月１１日（金）に、入院棟１１階カンファレンスCにて、今年２回目のボランティア研修会を開催しました。�

　８月２７日（木）１５時より、ボランティア対象の避難訓練を行ないました。訓練場所は、日頃、病院の職員がそばにいない中でボランティ
アさんが活動している図書室（入院棟１１階）。いかに患者様を安全に避難させることができるか、自分たちも安全に避難できるかという
ことで、参加者は、真剣に図書室周辺の設備や連絡方法、消火器の使い方などの説明を受け、訓練に臨んでいました。�

今回は、はじめに保科英子副病院長（品質・患者サービス
担当）より「患者・家族が求めるサービスをめざして」と題し
て講義をして頂きました。�

講義のあとは、「楽しく語ろう！ボランティア交流会」�という
テーマで、グループワークを行ないました。�
わきあいあいとお話もはずんでいるようでした♪�

あけぼの岡山�

名　　称� 連　絡　先� 会の概 要�

乳がん体験者の会�

人工肛門・人工膀胱者の会�

代表 宮本 絵実　０８６-２５４-５９５３�

新声会� 喉頭摘出などにより、声を失った方の会�TEL・FAX ０８６-２３３-７２１１�

がん患者と家族のためのクラブ�
「並木ひろば」� がん患者と家族のためのクラブ�

クラブ「並木ひろば」事務局�
０９０-４１４０-２５００�

QOL”輪唱”岡山�
（テイクハート・アンダンテ）�

社団法人�
日本オストミー協会岡山県支部�

テイクハート ０９０-７３７５-９５８３（須田）�
 take_heart１９９０＠yahoo.co.jp�

アンダンテ ０８６-４６２-０９３３（吉田）�
 yoshi３２０＠fork.ocn.ne.jp

QOL”輪唱”岡山�
（医師、看護師、医療関係者、体験支援者が構成する会）�

テイクハート（乳がん体験支援者の会）�

アンダンテ（乳がん患者会）�

事務局開局日　火曜日・土曜日の１０時～１６時�

TEL・FAX ０８６-４２５-０１０３�

メールは開局日外でも対応可�
joa-okym＠fk２.so-net.ne.jp

消火器を使う練習も 
しました。 

いろいろと質問あり、 
みなさん真剣そのもの 
です。 

2009年度 第2回病院ボランティア研修会 開催 

岡山県内のがん関連患者会�



コンサート�

こころのケア 

　総合患者支援センターでは、患者さん支援の一環として岡山大学病院にて催されるボランティアによる絵画の展示やコンサー
トなどの支援を行っています。平成１５年の総合患者支援センター開設より現在の平成２１年９月末までで、写真や絵画の展示会は
１２回、コンサートは６９回実施しています。�
　現在大学病院は建物の改修が連続し、コンサート等の実施会場も移り変って、場所の確保に苦慮している状況ですが、今は病棟
のエレベータ前フロアや外来棟受付周辺でコンサートを行っています。コンサートでは毎回１００名前後の聴衆が参加され、心癒
されるひと時を過ごされています。�
　ボランティアで展示会やコンサートを希望される方は、医事課患者支援係（０８６－２３５－７０７２）へご相談ください。�

　「上を向いて歩こう」は有名な（故）坂本九さんの歌ですが、これは、涙がこぼれないように、上を向くのであり、普通は前

を向いて歩いていますよね。ですが、皆様は本当に「前を向いて」いや、前を「見て」歩いているでしょうか。そんなことは当

たり前だ、前を見ないとぶつかってしまうじゃないか、とおっしゃるでしょう。しかし、確かにぶつからない程度には見ている

のですが、果たして十分に周囲を観察して歩いているでしょうか？　おそらく多くの方は、頭の中で色んなことを考えながら

歩いていると思います。「さっきAさんにあんなこと言ったけど、気を悪くしていないだろうか」、「今日はBさんの機嫌が悪

かったけど、何か私のことが気に入らなかったのだろうか」等々。ですので、実際は目に入るものの何分の一かしか見てはい

ないのです。一度、いつも通る道でいいですから、できるだけ周囲を見回して歩いてみて下さい。そうすると、思いがけない

ところに気がつかなかった店や看板などが目に入るはずです。これは自分の思考を頭の中から外に向け、ひいては頭の疲労

を取ることに役立ちますので、特に、色々なことをくよくよと考えてしまう癖のある方にはぜひお勧めです。だまされたと思

って、一度試みて下さいね。�

�

5/24　「たんぽぽ」による外来コンサート 6/28 「アニマート」による病棟コンサート 

9/15 福光里絵さんピアノコンサート 10/1 ピアノ調律師協会ソプラノコンサート 

『周りを見て歩こう』 
副センター長　岡田　宏基 

こころのケア こころのケア 



「患者様へ」�
　本院は、主に高度・先端医療を提供する「特定機能病院」として承認されています。初診の患者様の外来受診には、原則、
他の医療機関からの紹介状が必要です。�
　初診の患者様は、他の医療機関（医院・診療所）よりの紹介を得て受診されますようお願い致します。�
なお、紹介状がない場合でも受診頂けますが、初診料とは別に「紹介状なし負担額」として５,２５０円（自費）をお支払い頂くこ
ととなります。健康診断の結果通知書は紹介状とはみなされません。�
　また、原則予約制を採用しております。紹介状をお持ちであっても予約をされていない患者様、予約のない再診の患者様
におかれましては、長時間お待たせしたり、当日受診できない場合があります。�

「医療関係者の方へ」�
　下記ご参考に、ご紹介・外来予約をお願い致します。�

地域医療連携室（医科）への紹介FAX診療申込みや問い合わせなどは、下記へお願いします。 

問い合わせ先 

本院（医科）への申し込み方法 
（FAX診療申込書の様式は、当院のホームページの「医療関係者の方へ」よりダウンロードできます。） 

地域医療連携室（医科）�
（医科外来診療棟１階）�

電話）０８６-２３５-７２０５�

FAX）０８６-２３５-６７６１�

診　　療　　日�
�（土・日・祝日・１２/２９～１/３を除く）�
�８：３０～１７：１５　電話応対�

随　　時　　受　　付�

当院の初めての外来受診について 

A）地域医療連携室に紹介の連絡をする方法�
　 （診療の予約をいたします。）�

B）地域医療連携室を通さない従来どおりの方法�
　 （診療の予約ができません。）�

連絡・調整�
本院の医師と受診日時を調整し、地域医療機関様
へ『外来予約票』をFAX。※�

紹　介�
患者さんに外来予約票及び診療情報提供書を�
預けていただき受診を指示。※�

紹　介�
患者さんに診療情報提供書を預けていただき
受診を指示。�

本院の医師と直接連絡し受診日等調整の上、患者
さんに診療情報提供書（紹介状）を預けていただ
き受診を指示。�

紹介申込�
地域医療連携室へ『FAX診療申込書』をFAX。※�

又は�


